補助事業計画書
 名
称：クリーニング○○○○

１．補助事業の内容
1. 補助事業で行う事業名【必須記入】（30 文字以内で記入すること）
大切な衣料を長く愛するためのオーダークリーニング事業
2. 販路開拓等の取組内容【必須記入】（販路開拓等の取り組み内容を記入すること）

大切な衣料を長く愛するためのオーダークリーニング事業のターゲットは、主に
下記3点です。
1）良いもの、高級衣料を長く使いたい
2）思い出のある衣料を再生（しみ抜きなど）して利用したい
3）リユースした衣料を再生（しみ抜きなど）して気持ちよく着たい
つまり「安ければ良い」「便利なら良い」というクリーニングではなく、「こだわりのあるお客様」にアプローチするために下記の販路開拓等を行います。
Ⅰ．現在のホームページを一新する
下記を目的にホームページをリニューアルする
1）付加価値の認知
・当社の強みをわかりやすく打ち出し、上記ターゲットとするお客様に届くようにす
　る
・お客様のニーズにあった事例（ビフォー・アフター）をホームページに載せてき
れいになった衣料をよりわかりやすく伝える
・多くのお客様のニーズに応えられるために「日本第一号、環境・衣料に優しいクリ
ーニング機械」を導入している札幌唯一の店であることをアピールする
2）検索等での周知促進
・いつでも手軽に検索ができるスマホ対応とする
・今までの実績をホームページに載せることで、当社利用のイメージをしやすくする
・今までの実績や今後の事例をためることで、ＳＥＯ対策など一般ユーザーの検索
にトップでひっかかるような情報も発信していく予定である。
	3）ブログ等でのアクセス増
・クリーニングに対するリテラシーの高い方向けに衣料やクリーニングのミニ
知識を提供するブログをホームページ内に作る
・紹介を受けやすくなること、アクセスによってSEO対策につなげて、検索上位に
上がってくるようにする
4）日常的な広報活動に活かす
・名刺（自作のため補助事業経費の対象外）にホームページのQRコードを入れて
集荷時や交流会などでホームページへの宣伝ができるようにする
Ⅱ．新メニューの追加・周知
1） 保管サービスについて、ホームページ内に載せることで遠隔地から郵送で受け
付け、お客様の利便性を高める
2）店舗内にIPAD等でホームページを確認できるようにする
・認知度が上がるまでは、店頭にいらしたお客様に当社ホームページの案内を
行い、自宅からも見てもらえるようにする


	3. 業務効率化（生産性向上）の取組内容【任意記入】
＊公募要領 P.37 に該当する取り組みを行う場合は本欄に記入します。特になければ本欄は空欄のままご提出ください。
・遠隔地からの問い合わせに対してＨＰに問い合わせフォームを埋め込むことで、電話対応等で通常業務に支障のでない形にします
（ただし、依頼状況の詳細を確認してからの受注となるため、折り返しの電話はいたします）


	4．補助事業の効果【必須記入】
大量受注に対応できるクリーニング機械があるため、当社の技術の高さを認知して頂くことで、汚れやしみで廃棄せざるを得なかった衣料をよみがえらせることができます。
つまり諦めていた衣料が再利用できることで環境にも優しく、本人のその衣料への思いを受け止めることができるのです。
更にリユース需要にも対応することで、衣料のリサイクルにも貢献できます。
高級衣料等の依頼先がなかったクリーニング難民を救うことができれば、衣料を長く愛するお客様が増え、お客様の満足度を高めることができます。
　また、当社も受注増に対応してパートタイマーを雇用いたしました。雇用する社員が増えることで地元の雇用創出や経済活動にも寄与できます。
当社が健全に経営を続けることが、地元住民の利便性につながります。
お客様の声にあったように今後共働き世帯やシニア世帯が増える中、フットワークが良く技術力もある当社がサービスを提供し続けることが地元への貢献になると考えています。
更に、本事業により当店のような個人店が発展すれば、同業者も廃業ではなく、事業承継や事業継続を検討すると思われます。ひいてはその地域の住民の利便性に寄与できます。



※採択時に、「事業者名称」および「補助事業で行う事業名」等が一般公表されます。
※欄が足りない場合は適宜、行数・ページ数を追加できます。
２．経費明細表【必須記入】
（単位：円）
	経費区分
	内容・必要理由
	経費内訳
（単価×回数）
	補助対象経費
（税抜・税込）

	②広報費

	ホームページ及びランディングページ作成
	800,000（概算）税込
	800,000

	
	
	
	

	（１）補助対象経費合計
	800,000

	（２）補助金交付申請額
（１）×補助率 2/3 以内（円未満切捨て）
	0,000


※経費区分には、「①機械装置等費」から「⑬外注費」までの各費目を記入してください。
※補助対象経費の消費税（税抜・税込）区分については、公募要領Ｐ.62 参照のこと。
※（２）の上限は５０万円。
３．資金調達方法【必須記入】
＜補助対象経費の調達一覧＞
＜「２．補助金」相当額の手当方法＞(※３)
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 


  SHAPE  \* MERGEFORMAT 



※１ 補助金額は、２．経費明細表（２）補助金交付申請額と一致させること。
※２ 合計額は、２．経費明細表（１）補助対象経費合計と一致させること。
※３ 補助事業が終了してからの精算となりますので、その間の資金の調達方法について、ご記入ください。
（１．から３．の各項目について記載内容が多い場合は、適宜、行数・ページ数を追加できます。）
「買物弱者対策に取り組む事業」として車両購入費を計上する場合は右欄に○
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